








On the Choice of -shihajimeta and -shihajimetatokoroda
Hideki Chosa
Abstract: This study focused on two forms expressing the “beginning” of the situation, 
-shihajimeta and -shihajimetatokoroda, and considered their differences. In previous research, 
-shihajimeru is considered to express the so-called “starting phase” of the situation, although the 
actual use of -shihajimeta and -shihajimetatokoroda shows that -shihajimetatokoroda expresses the 
“starting phase” of the situation. I argue that -shihajimeta expresses “transition to this situation” 
as an event. In addition, the sentence type diﬀ ers between -shihajimeta and -shihajimetatokoroda. 
Thus, the diﬀ erence in sentence type could be related to the type of adverbs that co-occur in 
each form and the diﬀ erent functions the forms play in discourse.
Key words: -shihajimeta, -shihajimetatokoroda, “beginning” of the situation, synonymous 












































































 B：a. # それが，書き始めたんです。

















































（５） ［桜の開花を心待ちにしていた A が同僚に］




























































































































































 B：a. ?? まだ書き始めたんです。
















































































 B：a. ?? まだ書き始めたんです。













































































































































 　  b. いや，もう咲き始めたところだよ。
　（26a）の場合，先ほどの「今」や「チョウド」の場
合と同じく，事実として述べることによって，結果的
に談話上の「説明」という機能を果たすことになって
いる。それに対して，（26b）の場合においては，「問
い」に対する「説明」という構造を下敷きにすること
によって，「話者 B の住んでいるところの桜はまだ咲
いていない」という認識を持つ話者 A に対して，「も
う咲き始めたところだ」と述べることによって，相手
の「問い」に対する「説明」という談話上の機能を超
えて，（26）では先の（23）と同じく，「反論」の機能
を果たしている。
　なお，ここまで「シ始メタトコロダ」について「反
論」という談話上の機能ばかり言及してきたが，「シ
始メタトコロダ」には次のような相手の認識に対して
「同意」を行うような場合にも使用される。
（27）　A：そっちの桜はまだ五分咲きにもなっていな
いだろう。
　　　B：a. ええ，ようやく咲き始めましたよ。
b. ええ，ようやく咲き始めたところですよ。
　「シ始メタトコロダ」によって果たされる「反論」
や「同意」といった談話上の機能は一見すると相反す
るものであり，個別の事例だけを眺めていると説明は
難しいように思われる。しかしながら，「シ始メタト
コロダ」が文のタイプとして，「問い」に対する「説明」
を与える文であるということを踏まえれば，相手の「問
い」に対して，どういった類の「説明」であるのかと
いう点で談話上の機能が変わってくると考えれば，「シ
始メタトコロダ」が一見して相反する談話上の機能を
果たすことに対しても無理なく説明が与えられること
になる。
　以上，この節では，「シ始メタ」と「シ始メタトコロダ」
と副詞の関わりについて述べた。ここまでの観察で実
際に留意しなくてはならないのは，意味的な論理不整
合が生じる，副詞「マダ」と共起する場合であり，そ
の点を除けば「シ始メタ」は「今」や「モウ」などの
副詞の助けを借りることによって，「シ始メタトコロ
ダ」と同等の談話上の機能を果たすことができること
が分かった。
　加えて，「シ始メタトコロダ」についても，談話上，「説
明」「反論」「同意」など，多様な機能を果たすことに
ついても，「問いに対する説明」ということを下敷き
にすることによって実現させていると言える。
５．本稿のまとめ
　本稿では，事態の開始の取り上げ方には２通りの捉
え方があることを述べ，「シ始メル」と「シ始メタトコ
ロダ」に焦点を当てて，２つの形式の異なりを論じた。
　本稿で明らかになったことを以下にまとめる。
①「シ始メタ」は事態の「開始」を「別の事態から
当該事態への移行が完了した」と捉えるのに対し，
「シ始メタトコロダ」は，「当該事態への移行の直
後の場面」を捉え，「タトコロダ」の機能とも相まっ
て結果として「開始段階」を捉えることになる。
②「シ始メタ」と「シ始メタトコロダ」では文のタ
イプが異なっており，「シ始メタトコロダ」にお
いては，問いに対する説明の文ということを下敷
きとして，談話上，多様な機能を果たすことが可
能となっている。
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③記述の文である「シ始メタ」であっても，「今」
や「チョウド」，「モウ」などの副詞と共起させる
ことで，結果として「シ始メタトコロダ」と同様
の談話上の機能を果たすことができる。
　「シ始メル」と「シ始メタトコロダ」が事態の「開始」
を捉えるというのは確かなのではあるが，「シ始メル」
と「シ始メタトコロダ」を使い分けるには，各々の形
式によって事態の「開始」がどう捉えられているのか
という視点が大事になってくると言える。本稿ではそ
の一端を明らかにできたのではないだろうか。
　今後の課題としては，本稿において抽出した「シ始
メル」と「シ始メタトコロダ」の意味と使用場面とが
どのように関わるのか，より広い場面を範囲に入れな
がら考察を行っていきたい。
【注】
１ 用例は断りのない限り，筆者による作例である。
また，?? は意味的に不自然であること，# は文
法的には正しいがこの場面では不適切であること
を表す。
２ 本稿では「シ始メル」の意味が問題になる場合は
「シ始メル」を，実際の用例を考察する場合など，
「シ始メル」の意味に加え，「完了」の「タ」の意
味が関わる場合には「シ始メタ」を用いる。
３ アスペクト論においては「語彙的アスペクト」ま
たは「アクチオンスアルト」と呼ばれるもので
ある。「シ始メル」は「起動相」と呼ばれる「ア
クチオンスアルト」からの分析が盛んである（cf.
須田2005:182-187）。
４ 先行する状況に関して，佐藤（2006）では文末名
詞文と「主題 - 解説」型の情報構造の関わりの観
点から，文末名詞文は，情報構造上「解説」にあ
たる部分しかもたないため，前文脈に「主題」に
あたる部分を求める文脈依存的なものがあること
を指摘している（佐藤2006：144）。
５ 反論として，「ル」形の場合でも，今後の事態の進
展をほのめかすのではという意見が予想される。
・とある老人ホームに入居するゼブは，ある朝，
妻がいないことに気付き，ホームの中を探し始
める。　　　　（朝日新聞2017年２月２日記事）
もちろん，「ル」形の場合でも今後の事態の進展
をほのめかすことはあるだろうが，それは物語の
粗筋の紹介や，シナリオのト書きという脱テンス
のコンテクストの中で実現するものであって，「ル」
形では限定されたコンテクストでしか今後の進展
がほのめかされないということが重要である。
６ なお，本稿の立場から，今後の事態の進展のほの
めかしの問題について述べておくと，「シ始メル」
があくまで事態の「開始限界」を超えるかどうか
を意味するものであるならば，この問題は，先行
研究が指摘するような動詞が語彙的な意味として
有するアスペクト的な意味として発現する意味的
な問題ではなく，過程を有する事態の「開始限界」
を超えたことから推論される語用論的な問題とし
て処理されることになる。
７ 紙面の都合で詳しくは議論できないが，副詞「マ
ダ」と「トコロダ」が共起可能なことには，統語
上「マダ」が「シ始メル」に係らず，「トコロダ」
に係っていることが関わっていると考えられる。
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